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2020年ワールドキャンサーデーにあたって
UICC日本委員会委員長

野田　哲生

ワールドキャンサーデーは、2000年2月4日、パリで
開催された「がんサミット」から始まった取り組みで
す。UICC日本委員会は、日本においてUICCに所属
する29の組織や機関をとりまとめ、UICC本部と連携
しながら、各種の対がん活動を行ってきましたが、そ
の一環としてこのワールドキャンサーデーの推進には
力をいれてきました。

2019年から3年間のキャンペーンとして、「I AM 
AND I WILL」(私は今、そしてこれから私は)が始
まっています。日本からもこのメッセージキャンペーン
に参加し、世界と繋がりながら、それぞれの立場から
声をあげて、対がん活動をさらに発展させていくこと
を願い、今年も2月4日にワールドキャンサーデー2020 

The Light up the World を、皆さまのご協力の下開
催しました。

昨年末にお送りしたワールドキャンサーデー開催
のお知らせと連携のお願いに対して、一般社団法人
日本乳癌学会を皮切りに、日本対がん協会、国立が
ん研究センター、千葉県がんセンター、三重大学医学
部付属病院、九州がんセンター、がん研究会、一般社
団法人アジアがんフォーラムなど、数多くの加盟組織
からのご協力や関連イベントのお申し出をいただき
ました。数多くのメディアにも取り上げていただいて、
UICC活動の意義が広く共有していただけたのでは、
と感じております。

開催協力　カレッタ汐留
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本年度は2月4日がWHOの執行
理事会の会期中とも重なったため、
WHO執行理事会の中谷比呂樹議
長が、会議の冒頭にワールドキャン
サーデーについて触れられ、がんに
対して世界が一致して団結すること
の重要性について述べていただきま
した。

会期中、UICCは、NGOとして発
言をすることができる貴重な機会も
得たようです。

当日の様子が下記サイトにて動画でUPされており
ますのでご報告させていただきます。
【特設サイト】https://www.worldcancerday.jp/

当日は、日本対がん協会 垣添会長、国立がん研究
センター 中釜理事長、日本医師会 横倉会長、宮本亜
門さん、堀ちえみさん、麻倉未稀さん、服部幸應さん
らにご参加いただき、それぞれの「I Am and I Will」
の力強いメッセージをLIVE配信させていただき、そ
の詳細は本号にてご報告させていただきます。

また、この日はジュネーブ本部と20か国がSkype
でWorld Cancer Day 2020 Live coverageとして
Facebook Liveを行うことになっていたので、18時
からのライトアップのLIVE配信への告知も兼ねて、
UICC会長HRHプリンセスディナミレッドとのLive
トークを行いました。
【Facebook】https : //www. facebook . com/
worldcancerday/videos/2296456377319262/

厚生労働省にもご協力をいただき、国際課やがん
疾病対策課とも連携して、加藤厚生労働大臣にもご
協力いただきました。
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また、2017年のWHO総会で提案され、作成の専門
家会議にはUICC本部も深くコミットしてきた、World 
Cancer ReportがWHOより発表されています。

https : //apps .who . int/ir is/handle/10665/ 
330745

このReportに関しては、日本からは、政府からの
資金面での貢献に加え、査読者や執筆者として、国
際医療研究センターやUICC日本委員会加盟組織で
ある国立がん研究センターから研究者が関わってお
られます。

今回、UICCは20周年を記念して、International 
Public Opinion Survey on Cancer 2020 reportを
出しています。

https://www.uicc.org/sites/main/files/atoms/
files/WCD20_IntPublicOpinionPoll_Report_FA_
Screen_0.pdf

がんに纏わる意識調査で、2019年10月25日から11
月25日までに合計15,427人の成人を対象に実施され
た国際オンライン調査ですが、リスクの認識、予防の
実践など、社会経済的背景による格差など多くの課
題が浮かび上がってきています。　

UICC会長HRHプリンセスディナミレッドは　この
レポートについて「現在および将来の世界的ながん
の負担に取り組むために、国際的ながんコミュニティ
の政府と意思決定者は、教育や収入のレベルに関係
なく、誰もががんリスクを制御するあらゆる機会を確
保できるように集まる必要があります。」と述べてい
ます。

がんに関する認識を高め、誰も取り残されないよう
に、今後も取り組んでいくことをこのワールドキャン
サーデーにおいてUICCとして想いをひとつにしたの
です。

私たちUICC日本委員会も、高齢化の進むアジアの
がん医療をはじめとする様 な々課題に日本の医療の知
見がどう活かせるか、がんという病に立ち向かうため
に、今世界とつながりながら、何ができるのかを皆さま
と一緒に考え続けなればならないと次の2021年ワール
ドキャンサーデーに向けて思いを新たにしました。

https://www.uicc.org/sites/main/files/atoms/files/WCD20_ImpactReport_FA_ENG_Screen_v6.pdf
（左はインパクトレポートです。日本委員会関連のページは、22p　34p　42pです）
https://www.uicc.org/sites/main/files/atoms/files/WCD20_Government%20Report_FA_v3.pdf
（右はガバメントアクションリポートです。日本委員会関連ページは19p です）

ワールドキャンサーデーリポート（UICC本部HP https://www.uicc.org/　より）
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2020ワールドキャンサーデー ライトアップイベント開催報告
　２月４日は世界が一体となって、がんに関する意識と教育を高め、社会や一人ひとりにこの病気に対して行動を起
こさせることを目的として、様々な取り組みを行い、また世界各地の夜空がUICCのテーマカラーであるブルーとオレ
ンジでライトアップされる日です。
　2019年より、「I AM AND I WILL 私は今、そしてこれから私は」をテーマに、一人ひとりのがんに立ち向かう思い
を伝えあうキャンペーンが続けられています。
　今年もがんに立ち向かうひとつの瞬間を分かち合うライトアップイベントを行い、7名のゲストとUICC日本委員
会委員長には①【I AM AND I WILL】メッセージ、②ライトアップへの思いを語っていただきました。　

河原ノリエ　UICC日本委員会広報委員長

宮本亞門（演出家）
① 私は前立腺がんのサバイバーです。がんになって、本当にいろんな人に救われて生きてきたん
だということを感じました。それを大切に自分にできることを精一杯やっていきたい、これからも
多くの人に感動を伝えていきたいと思っています。
② この無数の光が、世界中の人たちがこれをきっかけにお互いにがんで苦しむ人が一人も
いなくなる、必ずその日が来るという祈りをこめて、この数が何か世界中を表しているような気が
して心がグッときました。海外公演でも、私のがんをご存知の方々から「がんばれ！」と勇気をも

らい、がんになった人や、いろんな人と話をし、ひとりじゃないんだ、世界中にいるんだ、一緒に超えていこう、と、熱
い思いを持ちました。

堀ちえみ（タレント）
① 私は舌がんと食道がんのサバイバーです。個人的には歌を歌いたいと思っています。でも、一
番やりたいことは、がんを早期に発見して早期に治療をして、皆さんにいい人生を味わっていた
だきたいと願っております。
② 私の命を救ってくださった医療関係者の皆さん一人ひとりに本当にありがとうございましたと
いうことと、沢山の応援や声から励ましをいただき、そのエールで今ここに立つことができ、感
無量です。本当にがんは苦しく、つらい病気です。今戦って頑張っている人たちみんなが笑顔で

幸せになれるように祈り、私もこれからも再発をしないように心がけて毎日を笑顔で過ごしていきたいと思います。

麻倉未稀（歌手）：
① 私は乳がんサバイバーです。私はずっと元気に歌い続けて、がん患者さんのためにもこれか
ら支援を、そして検診の向上を図っていきたいと思っています。
② がんというのは早く見つかれば治るものになってきているということを、皆さんに知っていた
だきたいです。私も、ピンクリボン藤沢を立ち上げ、早期発見のためにも検診を、と活動を行って
います。日本は検診受診率がとても低く、その中でも藤沢市は低いと言われていますので、検診
受診率の向上と、これからは患者さんのためにもいろんな支援をやっていこうと思っています。も

ちろん歌を通して、このような光の感じで皆さんを癒しながら、がんの癒しをしていければと思っています。

服部幸應（服部学園理事長）：
① 私は服部幸應です。皆さんと共に食生活を改善するために私も頑張りたいと思いますので、
皆さんもどうぞ頑張ってください。
② 食生活を通して克服できるものということが必ずあります。例えば農薬や保存料なと 。゚問題
のある化学物質などがいろいろな形で我々の身体の中に入り込んできています。これをできる
だけクリアにできるような食生活を、これから作っていきたいと思っております。安心できるもの
をできるだけ選んで食べていくようにしましょう。
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横倉義武（日本医師会会長）：
① 私は日本医師会会長です。人生100年時代、がん医療を地域医療の中で全国の医師会の会
員の皆さんと育てていきたいと思います。
② 人生100年時代、国民の2人に1人はがんになる時代。日本は国民皆保険という素晴らしいユ
ニバーサルヘルスカバレッジがあります。それによって早期に診断をし、早期に治療を受けられ
る。一方で、まだ世界にはユニバーサルヘルスカバレッジのない国も沢山あります。そのような中
でしっかりと広めていき、がんに苦しむことのない社会を世界の中で作りあげていかなければな

らないと思います。全国の医師会の会員・医師の皆さんは、国民の皆さんの命を守るために日々努力をしています。こ
の光のように頑張っていきます。

垣添忠生（日本対がん協会会長）：
① 私は日本対がん協会の会長。大腸がん・腎がんのサバイバーです。がんの患者さん、ご家族
を全力を尽くして支援して参ります。
② ブルーとオレンジの美しい光。1秒間に世界を7周半するそうです。この光のスピードで、がん
の患者さん、家族に支援をし、がんで苦しむ人、がんで悲しむ人が少しでも減るように、努力した
いと思います。

中釜斉（国立がん研究センター理事長）：
① 私は国立がん研究センター理事長です。私はがんを予防・早期に発見し、一人ひとりの患者さ
んに最もふさわしい医療を提供し、がんを克服しがんで亡くなることのない社会の実現を目指し
ていきたいと思います。
② がんの医療技術は年々進歩して、治癒率も年々向上しております。一方で、まだまだ治療が困
難、治療法が確立できてないがんがあるのも事実です。課題克服のために、研究開発を強化し
てがんを克服し、全ての患者さんはがんで亡くなることはない、そんな社会の実現を目指すべき

だと考えています。全てのがんの患者さん、サバイバーの方々が安心して暮らせる、そういう社会の実現を国民全体と
協力をして進めていければと思います。

野田哲生（UICC日本委員会委員長）：
① 私は有明のがん研で働いております、日本委員会委員長です。日本だけでなくて世界全体の
1000を超えるUICCメンバーと一緒に、また日本の、そしてアジアのがん対策のために、頑張って
いきたいと思います。
② UICCがワールドキャンサーデーを定めてからちょうど20年が経ちました。
昨年もカレッタ汐留にお世話になりました。昨年と今年の違いや今後目指すべきことを考えまし
た。1つめは、会場のライトアップのカラーバリエーションの変化。カラーバリエーションは異なり

ますが、異なる色を一緒の色に染めて我々が目指すのは、がんの克服です。2つめは、ワンチームという言葉と出会い
ました。ワンチームで目指すべきことは、がんの予防、一人でもがんの患者さんを減らすこと。がんの治療、一人でも多
くの患者さんのがんを治すことです。一番大事な3つめは、一人でも多くのがん患者さんを支えること。がん患者さん
がこれからの1年の間、毎日「さぁ、今日も頑張るぞ」という気持ちになれるような社会を皆で作っていくこと。この3つ
を1日1日行い、来年の21年目のワールドキャンサーデーを皆でお祝いできたらいいと思います。
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ライトアップイベント終了後に、ゲスト、がんの患者団体・啓発団体、がん医療を支
える企業の方 と々UICCメンバー・関係者との情報交換会を開催しました。小さな子
どもをもつがん患者の団体・一般社団法人キャンサーペアレンツ代表理事西口洋平
さんも、「みなさまにお礼を言いたい」と体調の悪いなか参加され、若いがん患者さ
んの支援の必要性について話されました。お帰りになる際に、「このイベントに参加
できてよかった」と笑顔でお別れした西口さんは、この5月8日に、40歳の若さで亡く
なられました。ステージ4の胆管がんと診断されて5年。若いがん患者さんたちのため
に、すばらしい仕事をされた西口さんを忘れずに、これからもがんに立ち向かってい
きたいと思います。

ライトアップザワールド2020事務局　　
（株式会社朝日エル）　　

西口洋平さんを悼んで
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ワールドキャンサーデーに対するグローバルな取り組み
アステラス製薬

コーポレート・アドボカシー　CSR部長

知原　修

ワールドキャンサーデーは、2000 年 2 月 4 日にパリ

で開催された「がん対策サミット」から始まった取り

組みで、今年は 20 周年という節目となりました。日

本では、今年も UICC 日本委員会の主催により「Light 

Up the World」イベントがカレッタ汐留にて開催され、

私も参加させて頂きました。

今年も医療に従事される先生方や、がんと闘っておら

れる著名人の方々から、それぞれのお立場でいかにが

んに立ち向かうのかという決意の言葉をお聞きしまし

た。中でも、2019 年に舌がんと食道がんの手術を受

けられた堀ちえみさんからは、がんと闘うことのつら

さ、歌を歌いたいという気持ち、そして皆ががんの早

期発見・早期治療をして良い人生を送って欲しいとい

う願いが飾らない言葉で語られ、私の心にもずっしり

と響きました。

アステラス製薬は「がんの制圧を目指しがん専門機関

や専門家と共同して活動する」という UICC のビジョン・

ミッションに共感し、パートナーとしてグローバルに

支援・協働させて頂いております。20 周年を迎えたワー

ルドキャンサーデーの機会に、海外の多くのアステラ

スグループ会社も含めて社内外に向けた啓発活動を展

開いたしました。各地域の

責任者から社員にメールし、

ワールドキャンサーデーの

認知度を高め「I AM AND I 

WILL」のメッセージキャン

ペーンへの参加を促すとと

もに、ソーシャルメディア

を活用した情報発信を行い

ました。社員一人一人が、

がん治療の進歩に貢献することで、患者さんや自分が

愛する人たちの明日を変えるんだというコミットメン

トを再確認する良い機会を頂いたと思います。

ま た、2019 年 10 月 に カ ザ フ ス タ ン で 開 催 さ れ た

UICC ワールドキャンサーリーダーズサミットにも弊社

社員が参加し、WHO などの関連機関に対してアステ

ラス製薬の医薬品アクセスに対する考え方を紹介させ

て頂きました。

今後もがん制圧に向け UICC と連携しつつ、研究開発

型の製薬企業として革新的ながん治療薬の創出にコ

ミットし続けたいと考えます。
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World Cancer Dayの日本での当社の取り組み
株式会社バリアン メディカル システムズ

CSR委員会リーダー

柚原　正直
（マーケティング部　部長）

当社は「A world without fear of Cancer（がんの脅威

に負けない世界の実現）」をビジョンに掲げ、バリアン 

メディカル システムの全世界で World Cancer Day の

活動を支援しております。今年は、CSR 活動の一環と

して日本において「I AM AND I WILL」（私は今、そし

てこれから私は）の取り組みを社内で展開しましたの

で、報告いたします。

2 月 4 日 の World Cancer Day 当 日 は、Jamie Kebely

（Senior Director for Asia Pacific，Government Affairs）

らが汐留のイベントに参加する一方、当社日本橋オ

フ ィ ス に て、Kenneth Tan（ President, Asia Pacific）

はじめ有志が集まり、World Cancer Day イベントの

YouTube 配信のパブリックビューイングで視聴し、美

しいイルミネーションと UICC の関係者のみなさまの

がん対策の熱い想いを共有しました。

  2 月 19 日には、当社社員のがん対策への意識向上の

ために CSR 活動の一環として日本橋本社のオフィスと

地方の各拠点を Zoom（リモート会議システム）で繋ぎ、

全社イベントを企画しました。冒頭では、日本の社員に

より伝わりやすくするために翻訳付きの World Cancer 

Day のビデオを放映し、当社 CEO の Dow Wilson から

会社のビジョン実現にむけて、日本の社員にむけた力

強いビデオメッセージを共有しました。第一部として、

ワークショップを企画し、グループに分かれて「I AM 

AND I WILL」について考え、今後積極的に取り組んて

いく活動内容をボードにしたため、チームごとに発表

しました。現在もオフィスの休憩スペースに展示して

おります。第 2 部では、我々自身ががん治療について

積極的に学んでいくために、日本の放射線治療のトッ

プランナーであられる山梨大学医学部放射線医学講座

教授の大西洋先生に「がん医療における放射線治療の

有用性」についてご講演をいただきました。がん医療

において放射線治療を支える我々バリアン社員の職務

の重要さについても説いていただき、たくさんの勇気

をいただきとても貴重な機会となりました。

　同じ志を持つみなさまと協働することで、UICC が

リードする World Cancer Day の輪が日本でも広がり、

がんの早期発見と一人一人の患者様にあったがん医療

が提供できる

社会になるこ

とを願ってお

ります。
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ワールドキャンサーデーの2月4日、日本対がん協会
と朝日新聞社が主催の、がんとの共生社会を目指す
「ネクストリボンプロジェクト」が品川のザ・グランド
ホールで開催された。当プロジェクトは、がんになっ
ても生き生きと活動できる社会、がんを自分の問題と
して考え、早期発見に向けてがん検診を受けること
が当たり前になる社会の実現を目指している。

この日は、治療と仕事を両立しながら暮らせる社会
のあり方をテーマにしたシンポジウム（写真は中小企
業ががんと就労の問題にどう関わるか、というテーマ
のシンポの様子）と、がんを体験したタレントらが経
験や想いを語るトークイベントの2部制で、満席の観
客が熱心に聴き入っていた。第２部には宮本亜門さ
んが登壇。がんがわかってから、治療法を選び、退院
後も休みなく仕事を続けてきている経緯をユーモラ
スに語り、がん経験を通して「生きることが何だろう
かと考えることができた」と生きていくことへの感謝
の想いを語った。

私 は 第１部 に 参 加
し、中小企業であって
も社長の強い想いがあ
ればがん患者を守り抜
くことができる、と言う
強いメッセージを受け
とめた。

その後、ネクストリボンの会場を抜けて、カレッタ
汐留に移動しUICC Japanの「ワールドキャンサー
デー」のライトアップの点燈式に参加した。電通の強
力なサポートのおかげで、ブルーとオレンジに美しく
ライトアップされたカレッタの一角は感動的だった。
この時私は主催者と共にステージにいたが、周囲の
暗闇の中にどんな人が参加しているか全くわからな
かった。

点燈式後にカレッタ45Fに移動し、情報交換会に
参加すると、実に沢山の患者会、支援団体の皆さん
が参加されているのを初めて知って驚いた。と同時
に、がん対策を支援し、がん患者・家族・サバイバー
を支援するこんなにぶ厚い活動があることを実感し
て胸が熱くなった。

がんを巡る状況は確実に変わりつつある！それを
実感したワールドキャンサーデーであった。

2020年ワールドキャンサーデーに参加して
（公財）日本対がん協会

会長　垣添　忠生
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2000年にスタートしたワールドキャンサーデーは今
年で20周年を迎えることとなった。日本では、1981年
にがんが死亡原因の一位となって以来、がんの罹患
者及び死亡者数は毎年増加し続けているが、世界全
体でもがん患者は年々増加している。世界中で年間
1,800万人を超える人が新たにがんに罹患し、死亡者
数も年間1,000万人に近づいている。2040年には世
界全体で現在の約1.5倍に増加すると想定されてい
る。新たな治療技術の開発によりがんの生存率を向
上させるとともに、予防可能ながんの発生をグローバ
ルな視点で予防することは、がん対策における重要
な課題である。がん発生の主要な要因としては、喫
煙、飲酒、特定の感染症などが挙げられるが、これ
らのがん発生要因を回避することにより、先ずは予
防可能ながんの発生を防ぐことを周知することが、グ
ローバルな視点において極めて重要かつ持続可能な
がん対策としての取り組みとなる。

国立がん研究センターでは新たながんの治療薬
や医療技術の開発に精力的に取り組む一方で、が
ん予防の重要性についても周知・啓発活動を続け
てきた。今回、UICC（国際対がん連合）のグローバ
ルながん制圧活動の一環であるワールドキャンサー
デーのライトアップイベントに、センター内のパブリッ
クビューイングの場を提供することで、多くの職員に
参加してもらうことができた（Fig.1, 2）。センターで
は、がん患者への高度専門医療を提供することによ
り、がんのCURE（治癒）を目指すとともに、治療後
のがんサバイバーのためのCARE（ケア）の視点も重
視し、患者サポート（CARE）に資するサービス向上
にも精力的に取り組んできた。今回、UICC主催のイ
ベントに参加することで、グローバル視点でのがん対
策への取り組みについて多くの職員とその理念を共
有し、センター職員のがん予防に対する意識を向ける
機会を提供できたことの意義はとても大きいと考え
ている。さらに、世界の対がん活動としての ＜I AM 
AND I WILL＞キャンペーンに触れることにより、
個々の視点でのがん対策への意識を一層高める契
機になったのではないかと期待している。

今後、毎年開催されるワールドキャンサーデーの機
会に、センターのアジア地域のUniversal Health実
現に向けた取り組みとその進捗状況をグローバルな
場で共有させていただきたいと考えている。

ワールドキャンサーデー2020
at National Cancer Center

国立がん研究センター

理事長　中釜　斉

Fig.2
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ワールドキャンサーデー20周年の節目に始めてカ
レッタ汐留のライトアップイベントに参加させていた
だきました。UICC のカラーである「ブルー」と「オレ
ンジ」に彩られた鮮やかな美しいイルミネーションと
がん経験者、支援団体、研究者の方の熱のこもった
言葉の数々に感動し、一日も早くがんで苦しむ人のい
ない社会にしなければと決意を新たに致しました。
千葉県がんセンターでもこの取り組みに協力させて
いただいています。「私はいま　そして　これから私
は」の取り組みにも、当がんセンターを訪れる人に、
カードへの書き込みを呼びかけ、がんに対してそれぞ
れ一人一人が一隅からがん克服に向けて意識を高め
行動に移していただけるようにと外来ホールで配布
し、お願いし研究所フェイスブックで公開しました。

千葉県がんセンターには、千葉県試験研究機関と
して研究所が併設され、広くがんの克服に向けての
研究を行うとともに県民一人一人
にがんに対する知識と予防、検診
の重要性などの啓発活動を行って
います。研究所でもフェースブック
やパンフレット、リーフレット、ポ
スターなどにより様々な取組みを
紹介し、小学生からのがん教育、
小中高での出張授業、夏休みに
は夢チャレンジサイエンススクー
ル、ひらめき☆ときめきサイエンス
スクールの開催、9月のがん征圧
月間には癌講演会、がん予防展、

千葉日報にがんに打ち克つ千葉の2週間にわたる連
載記事掲載を行い、10月には一般向け公開セミナー
などを行っています。また千葉県がん登録事業を通
して、県内の各地域ごとでのがんの実態を分かりや
すく毎年公表することや世界の患者さんやご家族に
も分かりやすく患者さんご本人のがんの病態に合わ
せた生存率を過去の患者さんから学び計算できる
KapWebという日本語／英語インターネットサイトを
開発、国立がん研究センターと全がん協と共同で毎
年アップデートし公開、多くの海外の患者さんにも活
用いただいています。

一人もがんで苦しむ方がいなくなるような、そんな
社会を目指して千葉県がんセンターでは様々な啓発
活動に取り組み、患者さんや県民とのつながりの中
で我々研究所職員も新たな力と勇気、思いを頂きが
んの治療、診断、予防の研究に取り組んでおります。

WCDについて
千葉県がんセンター研究所

研究所長　永瀬　浩喜
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九州がんセンターは、2016年にUICC日本委員会
の仲間にいれていただきました。九州がんセンター
は、九州で唯一のがん専門診療・研究施設として昭
和47年に設立され、今年で48年を迎えます。初代院
長（入江英雄先生）の「病む人の気持を」、そして2代
院長（森脇滉先生）の「家族の気持を」を基本理念
として発展してきました。この二つの言葉は、九州が
んセンターの歴史の中で、現在に至るまで確実に継
承されています。私は、2015年に第8代院長に就任し
ましたが、九州がんセンターを『患者にも家族にもス
タッフにも優しい日本をリードするがん専門病院』に
するというビジョンを掲げて活動してきました。 “地
域に根ざしたがんセンター”であるとともに、“日本
へ、そして世界に目を向けたがんセンター”になるこ
とを目指しています。それが、九州がんセンターの使
命でもあると考えています。

その活動の一環として、日本のがん医療・研究の
トップリーダーによって運営されているUICC日本委
員会への加盟への機会をいただけたことを光栄に
思います。そして、今年は初めて、“World Cancer 
Day（私は今、そしてこれから私は）2020”、さらに
UICC-Japan Partners Meetingに参加させてい
ただきました。世界のがん患者さんやご家族に、< I 
AM AND I WILL > のメッセージを伝え、自らの
活動の決意を表す素晴らしい機会だと思います。九
州がんセンターでも、外来、がん相談支援センター
や医局などにポスターやメッセージカードを掲示して
メッセージを募りました。（写真をお願いします）九州
がんセンターのスタッフにとっても、目の前のがん患
者さんやご家族をサポートすることに留まらない、が
んの撲滅への新しい視点を持つ契機になったと思い
ます。また、来年の“World Cancer Day 2021”にも
参加させていただきます。

九州がんセンターの所在地である福岡市は、アジ
アに目を向けて発展を続けています。九州がんセン
ターも、多くのアジアの国々やがん関施設連との交流
を推進して、アジアのがん診療と研究の拠点となりア
ジアのUniversal Health Coverageの実現に向けて
努力していきたいと思います。皆様のご指導を賜りま
すようお願い申し上げます。

World Cancer Day 2020 に初参加して
国立病院機構九州がんセンター

院長　藤　也寸志
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一般社団法人アジアがんフォーラムは富山県砺波
市にてワールドキャンサーデーイベント「ワールドキャ
ンサーデーとなみ2020」を開催した。

私は東京の汐留会場の司会担当であったため、当
法人のリサーチフェロー・加瀬郁子さんと、地元の東
となみロータリークラブ（坂井彦就会長）と庄川町づ
くり協議会（沖田孝夫会長）が中心となって、三つの
イベントを開催していただいた。

市立砺波総合病院では、「I AM AND I WIILL」
のカードに自らの言葉を書き、がん相談支援センター
内に掲示し共有していただき、市立庄川小学校放課
後児童クラブにおいては紙芝居（富山弁で作成した
がん教育教材）を中心としたがん教育イベントを地元
のボランティアの方に行っていただいた。また当法人
が地域に開放している「リラの木のいえ」では「がん
はどんな病気？」という市立砺波総合病院西嶋 博司
がん診療部長からのお話しに続いて『経営者が知っ
ておきたい‘がん’と経営の話』として、国立がん研究
センター・がん情報センター　患者・市民パネルの税
理士加瀬明彦氏にロータリークラブの会員を対象に
開催いただいた。中小企業経営者ががんに対する正
しい理解を持った経営者として価値を発揮し、適切
な施策によって企業経営や地域社会の安定化に寄
与する助けとなることを目的とした。地方は患者会の

組織も都会ほどはつよくなく、がんという病へのとら
え方も少し違う。そこで今回は、まずは、地域に根差
しリーダーシップを担うロータリークラブの組織と地
域のがん治療を行う病院を巻き込む取り組みを試み
た。

がん関連のイベントは都会で行われることが多い
が、地方で、ワールドキャンサーデーという世界と繋
がったイベントの一つとして行うことは中央地方格差
の解消にとって重要であり、ライトアップイベントの配
信は非常に意義があった。

高齢化によって、がんを抱えて残りの人生を過ごす
人がどんどん多くなる。がんは人類の有史以来ずっと
昔からあったとされているが、これほどまでにこの病
を抱えて生き延びるひとが、社会にいることはかつて
なかったはずだ。

ひとは、より長い時間生きることで、多様な世代の
人たちと、自分の暮らす地域で接しながら生き延び
ていく。人生100年時代のライフスタイルの道筋を考
えた時、がんという病が、地域コミュニティーの求心
力になることができるのではと思っている。人生100
年時代のがん医療は、地域で考える。地域で支え
る。地域を乗り越える。そんな流れができたらと願っ
ている。

「ワールドキャンサーデーとなみ2020」
一般社団法人アジアがんフォーラム

代表理事　河原　ノリエ

生配信された映像は人と人を結びつける。方言を使い子供たちにがんのしくみを教える地元ボランティア

がん相談支援
センタースタッフ

中小企業経営者のがんは
企業経営や従業員の雇用
に影響し地域経済にも影
を落とす。
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宮本亞門 堀ちえみ

河原ノリエ

野田哲生垣添忠生中釜 斉横倉義武

麻倉未稀 服部幸應

「I AM AND I WILL ― 私は今、そしてこれから私は」
ひとは誰であれ、自分自身、愛する人々、そしてこの世界のために、
がんに立ち向かう力をもっています。

宮本 亞門 （演出家）
堀 ちえみ （タレント）
麻倉 未稀 （歌手）
服部 幸應 （服部学園理事長）
横倉 義武 （日本医師会会長）

主 催 
UICC日本委員会

ワールドキャンサーデーは世界中の人々が、がんのためのできることを考えて行動を起こす日です。
2月4日の夜空をブルーとオレンジの光につつむライトアップが、世界各地で行われます。

そのスタートは東京・カレッタ汐留からです。
がんという病への私たちの想いをひとつにする瞬間をともに分かち合いましょう。

Light Up the World

中釜 　斉 （国立がん研究センター理事長）
垣添 忠生 （日本対がん協会会長）
野田 哲生 （UICC日本委員会委員長）

「I AM AND I WILL」を語ってくださる方たち

https://worldcancerday.jp/

日 時 2020年 
2月4日（火）
18:00～18:40　
会 場　東京都港区 
カレッタ汐留

日 時 2020年 
2月4日（火）
18:00～18:40　
会 場　東京都港区 
カレッタ汐留

東京都港区東新橋1丁目8-2

協 力
カレッタ汐留

司会進行
河原ノリエ （UICC日本委員会広報委員長）

YouTubeにてライブ配信 https://worldcancerday.jp/

2020年のワールドキャンサーデーご案内チラシ（1）
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世界とつながろう
SNSキャンペーン

ワールドキャンサーデーでは、公式ハッシュタグをつくりました。

UICC
Unio International Conta Cancrum

2010年より英名はUnion for Internal Cancer Control

UICC日本委員会 https://worldcancerday.jp/

メッセージキャンペーンにご参加いただくことで、自分自身のメッセージを
世界中の人へ発信ができ、つながることができます。皆さまのメッセージ
1つ1つが、がんの影響を減らすための行動、ワールドキャンサーデーの
活動サポートにつながるのです。是非あなたの 「I AM AND I WILL（いま
私は そして これから私は）」メッセージをSNSにて発信してください。

1933年に設立された、世界的な広がりを持つ民間の対がん組織連合で、ジュネーブに本部を置き、

現在は世界の155カ国から800団体が参加している。20世紀には、国際がん会議の開催などを

通じてがん研究振興に大いに貢献してきたが、21世紀になり、世界の全ての国において急増し、

健康および経済上の深刻な社会問題となっている “がん”の制圧を中心課題として活動している。

特に発展途上国でのがん予防と患者支援のための活動推進が重要であるとする。

メッセージを入力、または手書きのメッセージを写真や動画で
撮るハッシュタグをつけて、写真や動画を投稿する
※公式ハッシュタグをつけて投稿いただいたメッセージは、
　World Cancer Dayサイト内、https://www.worldcancerday.org/の
　Social Wall（ソーシャルウォール）に自動的に掲載される予定でおりますこと、
　予めご了承ください。

facebook twitter instagram

2020年のワールドキャンサーデーご案内チラシ（2）
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UICCホームページ ： www.uicc.org
UICC日本委員会ホームページ ： www.jfcr.or.jp/UICC

UICC-AROホームページ ： http://uicc-aro.org/

UICC日本委員会　2020年役員

UICC 日本委員会加盟組織

賛助会員	 協和キリン株式会社（山極−吉田国際奨学金） 
 （公社）日本放射線腫瘍学会

委員長 野田　哲生（がん研究会）

幹　事　
　総　務 中釜　　斉（国立がん研究センター）

　学　術 垣添　忠生（日本対がん協会）

　財　務 吉田　和弘（岐阜大学大学院医学系研究科）

　ARO担当 野田　哲生（がん研究会）

　予防・疫学領域担当 浜島　信之（名古屋大学大学院医学系研究科）

　事務局担当 大野　真司（がん研究会有明病院）

監　事　 増井　　徹（国立精神・神経医療研究
  　　　　　　　センター）
  池田　徳彦（東京医科大学）

専門委員会委員長 
　疫学予防委員会 浜島　信之（名古屋大学大学院医学系研究科）

　喫煙対策委員会 望月友美子（前 日本対がん協会）

　患者支援委員会 土岐祐一郎（大阪大学医学部）

　TNM委員会 佐野　　武（がん研究会有明病院）

　広報委員会 河原 ノリエ（東京大学大学院情報学環）

　小児がん委員会 中川原　章（佐賀国際重粒子線がん治療財団）

　対がん協会 石田　一郎（日本対がん協会）

UICC-AsiaRegionalOffice（ARO）
  野田　哲生（がん研究会）

UICC 本部
　Fellowship 委員 中釜　斉（国立がん研究センター）

　TNM 委員 淺村　尚生（慶応大学医学部）

名誉会員
　　　井口　　潔（元がん集学的治療研究財団）

　　　青木　國雄（元愛知県がんセンター）

　　　富永　祐民（元愛知県がんセンター）

　　　大島　　明（元大阪府立成人病センター）

　　　武藤徹一郎（がん研究会）
　　　北川　知行（がん研究会）
　　　田島　和雄（元愛知県がんセンター、三重大学）

日本委員会事務局（がん研究会内）
　　　神田　浩明（研究：幹事会担当）
 　　　　　　 （埼玉県立がんセンター）

　　　関本　敏之（事務：委員長業務補佐）

愛知県がんセンター ( 一社 ) アジアがんフォーラム 大阪国際がんセンター
神奈川県立がんセンター がん・感染症センター都立駒込病院 ( 公財 ) がん研究会 
( 公財 ) がん研究振興財団 ( 公財 ) がん集学的治療研究財団 九州がんセンター
国立がん研究センター 埼玉県立がんセンター ( 公財 ) 佐々木研究所
( 公財 ) 札幌がんセミナー 静岡県立静岡がんセンター ( 公財 ) 高松宮妃癌研究基金
千葉県がんセンター 東京慈恵会医科大学 栃木県立がんセンター
新潟県立がんセンター 日本癌学会 ( 一社 ) 日本癌治療学会
( 公財 ) 日本対がん協会 ( 一社 ) 日本乳癌学会 ( 特非 ) 日本肺癌学会
( 公社 ) 日本婦人科腫瘍学会 東札幌病院 ( 公財 ) 北海道対がん協会
三重大学医学部附属病院 宮城県がんセンター

2021 年度の UICC 日本委員会総会は
7 月17 日（土）　12：00 ～14：30　経団連会館

（Web 開催の場合　13：00 ～予定）


